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佐藤町長

あかつき印刷

第
字
刷

　
　
題

　
　
　
　
印

登
記
所
は
三
百
五
十
万
円
で

　
登
記
所
（
法
務
局
松
之
山
出

張
所
）
の
建
設
も
本
決
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
建
物
は
、
既
に
設
計
を
終
り

現在、

法
務
当
局
と
合
議
中
で

こ
れ
が
す
み
次
第
、
着
手
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

記
所
の
新
築
を
は
じ
め
、

振
興
法
の
適
用
を
う
け
て
、

道
や
、
農
道
の
整
備
を
は
か
る

な
ど
、
　
こ
と
し
の
主
要
事
業

に
つ
い
て
、
別
項
掲
載
の
と
お

り
説
緊
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

苦
し
い
財
政
な
の
で
、
い
っ
そ

フ
消
費
的
な
経
費
を
は
ぶ
い
て

ゆ
き
た
い
、
と
の
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
｝
般
質
問
に
う

つ
り
滝
沢
重
介
、
村
山
正
民
、

久
保
田
勢
策
、
南
雲
終
治
、
樋

口
藤
夫
氏
の
順
で
、
佐
藤
町
長

　
昭
和
四
十
三

年
度
の
松
之
山

町
の
事
業
と
予

算
を
立
て
る
議

会
は
三
月
七
日

・
八
日
・
九
日

の
ゴ
一
日
間
町
役

場
で
、
開
か
れ

ま
し
た
。

　
第
㎜
日
目
の

席
上
、
佐
藤
町

長
は
、
こ
と
し

の
重
点
事
項
と

し
て
松
之
山
中

央
診
療
所
、
登

　
　
　
　
　
山
村

　
　
　
　
　
　
町

自
主
財
源
す
く
な
く
、

寄
附
金
に
大
き
く
依
存

の
施
政
方
針
に
つ
い
て
質
問
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
、
ひ
っ
そ
り
し
た

傍
聴
席
も
こ
の
日
は
、
数
人
の

傍
聴
者
か
あ
り
、
各
議
員
の
質

問
を
、
熱
心
に
聞
ぎ
い
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
百
目
は
、
一
般
会
計
予
算

各
項
に
つ
い
て
、
ま
た
三
日
目

は
、
国
保
会
計
予
算
の
審
議
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
昭
和
四
士
二

年
度
予
算
は
原
案
ど
お
り
可
決

成
立
し
ま
し
た
。

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

昭和43年5月10日

　
才
入
の
面
で
は
、
地
方
交
付

税
を
一
億
一
千
万
円
、
寄
付
金

一
千
三
百
十
万
円
、
町
債
二
千

三
十
万
円
、
国
県
補
助
金
二
千

六
百
七
十
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
自
主
財
源
は
、
僅
か
三
千

百
四
十
万
円
、
そ
の
比
率
は
全

体
の
十
七
・
六
％
と
い
う
低
さ

で
、
町
財
政
の
前
途
は
い
よ
い

よ
き
び
し
さ
を
加
え
て
い
ま
す
。

臨
時
議
会

　
三
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た

臨
時
町
議
会
で
は
、
昭
和
四
＋

二
年
度
『
般
会
計
補
正
予
算
、

非
核
武
装
、

　
　
　
　
　
　
　
決

　
三
月
二
十
七
日
の
臨
時
議
会

で
は
、
滝
沢
重
介
、
樋
口
藤
夫

両
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
っ

ぎ
の
二
つ
の
事
項
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
決
議
を
お
こ
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
政
府
に
要
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
提
案
説
明
は
滝
沢
議
員
が
お

こ
な
い
ま
し
た
。

議
員
に
対
す
る
期
末
手
当
の
支

給
条
例
、
役
場
内
を
五
課
に
改

正
す
る
条
例
な
ど
を
可
決
し
た

ほ
か
、
別
項
の
決
議
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

才
出
面
で
は
、
山
村
振
興
事

業
に
よ
る
、
町
道
改
良
に

一
千
万
円
、
辺
地
整
備
な
ど
に

起
債
、

よ
る
橋
梁
か
け
か
え
工
事
に
二

千
二
百
万
円
、
中
央
診
療
所
、

婁
記
所
建
設
へ
の
繰
り
出
し
六

　
場
所
ほ
、
松
之
山
小
学
校
の

附
近
で
、
総
工
費
三
百
五
十
万

円
で
す
。

康
躍
墾
且
雲
離
五
月
一
一
日

　
大
雪
に
と
も
な
5
苗
代
消
雪

促
進
対
策
や
、
こ
れ
に
対
す
る

補
助
金
の
交
付
要
綱
な
ど
を
中

心
に
協
議
し
ま
し
た
。

　
　
申
寧
＊
噛
＊
傘
＊
申

百
五
十
万
円
、
消
防
ポ
ン
ブ
自

動
車
二
百
万
円
な
ど
か
な
り
大

担
な
事
業
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

棄
顎
域
螂
内
各
町
村
の
、
予
算

規
模
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

　
松
之
山
町
二
億
二
千
万
円
、

松
代
町
三
億
七
千
万
円
、
安
塚
町

二
億
五
千
万
円
浦
川
原
村
二
億

一
千
万
円
、
大
島
村
一
億
八
千

万
円
、
牧
村
一
億
八
千
万
円
。

議鍮凝諜聯蟹騒穿舗贈繍糠慧論
に汗を流していた。　（中尾で写す）

沖
縄
返
還
を

議　
　
　
◆

沖
縄
の
返
還
に
関
す
る
決
議

　
松
之
山
町
議
会
は
、
沖
縄
が

即
時
無
条
件
に
日
本
に
、
返
還
さ

れ
る
よ
う
政
府
に
要
請
す
る
。

上
、
記
決
議
す
る
。

　
昭
和
43
亀
ポ
月
27
日

　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

　
　
　
　
◆

日
本
の
非
核
武
装
と
核
兵
器
禁

止
に
関
す
る
決
議

　
松
之
山
町
議
会
は
、
世
界
唯

一
の
原
爆
破
災
国
の
立
場
か
ら

核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
の

禁
止
を
の
ぞ
む
、
町
民
の
要
望

に
し
た
が
い
次
の
こ
と
を
政
府

に
対
し
要
請
す
る
。

一
、
日
本
は
、
核
運
搬
手
段
を

ふ
く
む
一
切
の
核
兵
器
を
、
ど

ん
な
名
目
で
も
実
験
、
製
造
、

保
有
、
使
用
し
な
い
、
ま
た
核

運
搬
手
段
を
ふ
く
む
一
切
の
核

兵
器
の
日
本
へ
の
持
ち
込
み
を

禁
止
す
る
。

一
、
日
本
は
、
ア
．
．
シ
ア
と
世
界

の
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
、
核

兵
器
の
使
用
、
実
験
、
製
造
、

貯
蔵
の
全
面
的
禁
止
の
実
現
、

当
面
核
兵
器
使
用
禁
止
、
国
際

協
定
の
締
結
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。

　
上
記
決
議
す
る
。

昭
和
43
年
3
月
27
日

　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

　
県
会
豪
雪
対
策
特
別

　
委
員
来
町

　
豪
雪
被
害
、
融
雪
遅
延
な
ど

の
現
地
視
察
の
た
め
、

　
県
議
会
、
豪
雪
対
策
特
別
委

一
員
会
の
一
行
三
十
名
が
来
町

　し

ま
し
た
。
一
行
は
二
十
六
日

夕
方
松
之
山
着
。

翌
二
十
七
日
午
前
八
時
半
か
ら

約
…
時
間
役
場
で
豪
雪
に
よ
る

被
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て
事
情

を
聞
い
た
の
ち
、
現
地
を
視
察

　
し
て
、
津
南
町
へ
行
き
ま
し
た

ことしの主な事業
業事設建　

博中
央
診
療
所
は
二
千
万
円
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
に

事　業　名
財　　　　　溺【　　　　内　　　　　噛F

備考

事集9
田
支
出 地方債 審附金 その他 蕎篠

津南清掃センター 278万円 278

鰻欝
大ごんじ
茸塊頁斬

マイク・バス購入 U1 110

草地造成事業 28 28

造　林　事　業 58 38 30

橋梁架替事業 536 400 136 7ミダ堂禰
樋田橘

町道改良事業 120 120

辺地整備事業 1186 1100 86 窪鵠
県単山村振興事業 1000 550 200 200 50

〃　土地改良事業 700 245 455

土地改良事業 60 60 劣規離勲

消防自動車購入 200 57 100 43

小型ガソリンポンプ購入 35 8 27 、

東川小　便所改築 90 90

国保会計へ繰出（中央診療 ）300 70 230 璽器費の

法務局出張所改築 350 200 150

県営事業負担金 442 442 闘麟責轟
災害復旧事業

農地農業用施設復旧 1535 1305 130 80 繁雅旧
失業対策事業

〃補助　〃 481 217 264 騙雛

　
み
な
さ
ん
が
　
久
し
く
待
ち

望
ん
で
い
た
、
中
央
診
療
所
が

い
よ
い
よ
新
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
設
計
書
は
、
直
江
津
市
の
山

崎
設
計
事
務
所
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
目
下
、
こ
ま
か
い
間
取
り

な
ど
に
つ
い
て
関
係
の
お
医
者

さ
ん
が
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ

が
す
み
次
第
、
請
負
、
着
工
と

い
う
段
取
り
に
な
り
ま
す
、

　
設
置
場
所
は
、
現
在
の
中
央

診
療
所
（
松
之
山
部
落
中
愚

か
ら
旧
登
記
所
の
敷
地
に
か
け

て
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
大
ぎ
さ
は
、
木
造
二
階
建
で

五
百
二
十
三
平
方
米
（
約
百
五

十
九
坪
）
医
師
住
宅
八
十
四
平

方
米
（
約
二
十
六
坪
）
で
、
入

院
も
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
総
工
費
は
、
二
千
四
十
三
万

六
千
円
で
、
こ
の
う
ち
レ
ン
ト

ゲ
ン
機
購
入
百
八
十
万
円
、
往

診
用
、
、
シ
ー
プ
九
十
三
万
円
な
ど

で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
建
設
費
の
財
源

内
訳
は
、
国
庫
補
助
三
百
八
十

一
万
八
千
円
、
起
債
八
百
万
円

皿
般
会
計
か
ら
繰
入
三
百
万
円

苗
代
の
除
雪
に

町
で
二
十
万
円
を

　
山
間
地
帯
の
稲
作
の
単
位
面

積
当
り
収
量
、
い
わ
ゆ
る
反
収

を
現
在
ま
で
に
引
ぎ
上
げ
て
き

た
最
も
大
き
な
要
因
は
、
早
植

え
栽
培
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

今
年
の
よ
う
な
豪
雪
に
よ
る
苗

代
作
り
の
遅
れ
は
関
係
者
の
心

配
の
タ
ネ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
何
と
か
昨
年
よ
り
遅

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、

苗
代
の
早
期
種
ま
き
に
補
助
金

を
出
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
農
家
の
増
収
意

欲
が
一
だ
ん
と
高
め
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
出
し
か
た
は
次
の

と
お
り
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

、
町
内
の
各
部
落
を
標
高
の

高
さ
に
よ
っ
て
区
分
す
る
。

①
標
高
五
百
米
以
上

②
〃
四
百
米
～
五
百
米
未
満

③
〃
　
四
百
米
以
下

　
、
こ
の
標
高
別
に
種
ま
き
時

　
期
を
三
段
階
に
定
め
、
そ
の

定
め
ら
れ
た
、
①
五
日
六
日

②
五
月
一
貝
③
四
月
二
十
八

　
日
ま
で
に
種
を
ま
い
た
苗
代

　
に
限
っ
て
補
助
金
を
出
す
。

　
、
種
を
ま
い
た
苗
代
の
確
認

　
は
部
落
農
家
組
合
長
・
農
業

　
協
同
組
合
・
町
な
ど
の
関
係

者
が
当
る
。

標
高
別
区
分
は
次
の
と
お
り
で

す
。

他
は
一
般
財
源
五
百
六
十
一
万

八
千
円
（
地
元
負
担
金
を
含
む

）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ホ
ネ
ホ
ネ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ

【
五
百
米
以
上
一
申
立
山
・
田

　
麦
立
・
月
池
・
中
原
・
湯
本

　
（
上
湯
）
の
　
五
部
落
。

【
四
百
米
～
五
百
米
禾
満
一
兎

　
口
・
湯
山
・
天
水
越
・
中
坪

　
新
田
・
坂
中
・
崩
田
の
　
七

　
部
落
。

【
四
百
米
以
下
一
残
り
二
十
六

　
部
落
。

補
助
金
額
は
総
額
二
十
万
円
で

町
が
独
単
奨
励
金
と
し
て
、
配

分
す
る
も
の
で
す
。

鯛
和
郎
町
の

般
A
π
計
予
算

苗
代
の
種
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
豪
雪
の
た
め
苗
代
の
播
種
の

遅
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、

周
囲
に
ま
だ
一
米
余
り
の
残
雪

の
あ
っ
た
四
月
十
九
日
、
中
尾

の
高
橋
英
次
さ
ん
方
（
屋
号
吉

院
）
で
保
温
折
衷
苗
代
の
種
ま

き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
塩
水
選
－
種
子
消
毒
－
芽
出

し
な
ど
の
作
業
を
経
た
ふ
っ
く

ら
と
し
た
種
も
み
が
、
床
土
の

　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
カ

上
に
ま
か
れ
る
と

ん
、
そ
の
後
か

ら
ま
っ
黒
な
ク
ン
タ
ン
が
敷
き

つ
め
ら
れ
て
ゆ
く
ー
。

　
高
橋
さ
ん
の
話
で
は
「
雪
消

し
は
水
の
か
け
流
し
に
よ
っ
て

行
な
い
比
較
的
早
く
苗
代
作
り

が
で
ぎ
ま
し
た
。
田
植
え
は
五

月
十
八
日
頃
か
ら
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た葉

タ
バ
コ

の
仮
植
も

　
中
尾
の
高
橋
俊
雄
さ
ん
宅
で

は
二
M
川
の
雪
ぶ
あ
っ
た
↓
ヶ
月

前
播
種
し
た
。
葉
た
ば
こ
も
四

、
五
諺
に
生
長
葉
数
も
六
枚
と

な
り
苗
床
か
ら
ぺ
ー
パ
ー
、
ポ

ッ
ト
の
き
れ
い
に
並
ぶ
床
に
一

本
一
本
て
い
ね
い
に
仮
植
さ
れ

て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
真
っ
白
だ
っ
た
山
々
も
少
し

ず
つ
黒
い
地
は
だ
を
見
せ
、
も

う
、
　
　
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ

、
ウ
ド
な
ど
の
山
菜
シ
ー
ズ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
中
尾
高
橋
俊
雄
さ
ん

宅
の
大
き
く
育
っ
た
葉
た
ば
こ
↓

　
出
稼

　
　
帰
郷
バ
ス

　
四
月
十
四
日
午
後
四
時
・
東

京
か
ら
の
出
稼
帰
郷
者
三
十
名

を
の
せ
て
、
到
着
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
午
前
六
時
に
東
京

の
上
野
を
出
発
し
た
も
の
で
、

長
い
車
の
旅
と
は
い
い
な
が
ら

車
中
は
、
い
つ
も
健
康
な
明
る

い
笑
い
声
で
い
っ
ば
い
て
し
た

　
　
　
　
　
式

所
　
了

　
　
練副

　
修

　
　
期
　
目

　
　
短
　
回

　
　
　
　
　
　
五

　
三
月
二
十
六
日
、
開
設
以
来

第
五
回
目
と
な
っ
た
職
業
短
期

訓
練
所
の
終
了
式
が
、
耗
島
上

越
職
業
訓
練
所
長
を
む
か
え
て

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
所
前
に
建
て
ら
れ
た
、

終
了
記
念
作
品
の
木
造
住
宅
の

骨
組
み
を
み
な
が
ら
、
訓
練
生

十
五
名
は
、
満
足
そ
う
て
し
た

　
こ
の
訓
練
所
卒
業
生
は
、
す

で
に
五
十
こ
名
と
な
る
の
で
、

町
で
は
、
こ
の
人
達
の
技
術
を

出
稼
先
で
も
活
か
さ
れ
る
よ
う

今
後
集
団
出
稼
の
み
ち
も
、
考

え
て
い
ま
す
。

　
春
の
全
国

　
　
　
交
通
安
全
運
動

　
5
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
、

歩
行
者
の
圧
し
い
横
断
の
励
行

飲
酒
運
転
追
放
な
ど
を
重
点
に

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

保
険
税
は

・
三
十
一
％
の

　
　
　
　
引
き
上
げ

　
昭
和
四
十
三
年
度
国
保
会
計

で
は
、
医
療
費
の
値
上
げ
と
、

実
藤
所
嚢
・
．
ど
の
た
め

保
険
税
は
前
年
度
に
比
し
、
三

十
一
％
の
引
ぎ
上
げ
に
な
り
ま

　
し
た
。
国
保
会
計
予
算
の
あ
ら
一

一
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

才入　　　　　　　万円

1，国保税　　　2452
　　1世帯当り　15，820円

2。一部負担金　2078
3．国庫支出金　3433

4．その他　　　　261

　　計　　　8224
才出

1．保険糸合f寸費　 7111
　　一般給付，助産

　　青児，葬祭，給付費

2．保健施設費　　161
　　日脳予防注射代など

3．諸支出金　　　513

　中央診療所へ300万

　浦田診療所へ200万

4，その他　　　　439

　　計　　　　　8224

先
生
の
異
動

転
出
38
転
入
31

　
よ
う
や
く
学
校
も
新
学
期
を

む
か
え
、
み
ん
な
一
年
ず
つ
大

き
く
な
り
新
し
い
生
徒
、
新
し

い
先
生
を
交
え
て
生
き
生
ぎ
と

動
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　
次
に
よ
ぞ
、
へ
行
か
れ
た
先
生

方
や
、
こ
ん
ど
松
之
山
へ
来
ら

れ
た
先
生
方
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
　
（
再
採
用
の
方
は
は
ぶ
き

ま
す
。
）

転
出
男
ソ
コ
内
は
旧
任
校
）

竹
田
功
松
之
山
小
）
新
井
市

栗
原
小
、
布
施
和
f
（
松
之
山

小
）
高
田
市
大
町
小
、
秋
山
洌

（
松
之
山
小
）
直
江
津
市
直
江

津
小
、
桜
沢
淑
子
（
松
之
山
小

）
退
職
、
御
子
柴
昭
彦
（
松
之

山
小
）
退
職
、
伊
比
玲
子
（
三

省
小
）
刈
羽
郡
西
山
町
大
田
小

、
高
橋
幸
男
（
三
省
小
V
糸
魚

川
市
上
早
川
小
、
和
泉
慶
子
（

松
里
小
）
燕
市
大
関
小
、
高
橋

チ
ヅ
子
（
松
里
小
）
西
蒲
原
郡

中
之
口
村
中
之
口
南
小
、
羽
賀

リ
ツ
子
（
松
里
小
）
刈
羽
郡
小

国
町
小
国
橋
小
、
植
木
信
義
（

松
里
小
）
退
職
、
井
部
昌
雄
（

東
川
小
）
中
頚
城
郡
大
潟
町
大

潟
町
小
、
関
沢
美
栄
子
（
東
川

小
）
中
頚
城
郡
柿
崎
町
下
黒
川

小
、
岩
城
一
栄
藁
川
小
）
中

頚
城
郡
板
倉
町
豊
原
小
、
小
関

毅
（
坪
野
．
小
）
燕
市
小
中
川
小

、
滝
本
淳
紀

、
清
水
直
之

市
東
新
潟
中
、

田
小
）

牧
田
貞
子

稲
田
小
、

）
退
職
、

）
退
職
、

）坐
浦
田
中
、

之
山
中
）

工
・
田
弘
文

川
市
西
海
中
、

山
中
）

中
、
横
関
健
一

㎜
正
臣

田
中
、

｝
） 　

　
　
直
江
津
市
北
諏
訪
小
、

　
　
　
　
（
浦
田
小
）

　
　
　
　
滝
沢
利
正

　
　
　
　
渡
部
弘
子

　
　
　
　
秋
山
孝
正

退
職
、
｛
八
田
倭
又
子

　
　
　
　
松
代
町
奴
奈
川
中
、

　
　
　
　
（
松
之
山
中
）

　
　
　
中
頚
城
郡
板
倉
町
板
倉

三
島
郡
越
路
町
越
路
中
、

　
　
（
松
之
山
中
）

　
　
　
鷲
尾
逸
子

　
新
潟
市
両
川
中
、

（
坪
野
小
）
退
職

（
坪
野
小
）
新
潟

上
・
沢
芳
治
（
浦

　
　
　
高
田
市

　
　
　
（
浦
田
小

　
　
　
（
浦
田
小

　
　
　
（
浦
田
小

　
　
　
　
（
浦
田
一

室
岡
幹
男
（
松

　
　
　
　
糸
魚

山
本
清
（
松
之

　
へ
松
之
山
中
）

　
　
　
　
秦

　
　
十
日
町
吉

　
　
（
松
之
山
中

　
　
小
野
島
泰

治
（
松
之
山
中
〉
松
代
町
松
代

高
等
学
校
、
吉
田
千
代
子
（
浦

田
中
）
西
頚
城
郡
能
生
町
能
生

中
、
伊
藤
昭
男
（
浦
田
中
）
中

頚
城
郡
柿
崎
町
下
黒
川
中
、
子

田
吉
郎
（
浦
田
中
）
西
頚
城
郡

青
海
町
青
海
中

転
入
芳
ノ
コ
内
は
旧
任
校
）

山
賀
昭
治
嵩
田
市
南
本
町
小

）
松
之
山
小
、
山
．
石
崎
淑
子
薪

井
市
平
丸
中
｝
松
之
山
小
、
若

井
浩
（
新
任
）
松
之
山
小
、
佐

藤
ユ
ミ
f
パ
新
任
）
松
之
山
小

、
岡
田
和
ヂ
（
新
任
）
三
省
小

、
武
藤
恵
宏
（
新
任
）
三
省
小

、
丸
山
公
子
南
魚
沼
郡
大
和

町
三
用
小
）
松
里
小
、
小
海
友

司
（
新
任
）
松
里
小
、
福
崎
ミ

サ
チ
（
新
任
）
松
里
小
、
風
間

勇
（
松
代
町
蒲
生
小
）
東
川
小

、
斉
木
一
則
（
新
任
）
東
川
小

、
大
熊
文
子
（
新
任
）
東
川
小

、
中
村
昇
（
中
頚
城
郡
三
和
村

上
美
中
）
坪
野
小
、
小
川
正
（

高
田
市
高
士
小
）
浦
田
小
、
池

田
昇
（
西
頚
城
郡
能
生
町
百
川

小
）
浦
田
小
、
竹
内
ヒ
サ
ヂ
（

中
頚
城
郡
頚
城
村
大
坂
井
小
）

浦
田
小
、
大
橋
和
彦
（
西
頚
城

郡
名
立
町
小
動
小
一
浦
田
小
、

樋
口
政
栄
（
松
代
町
奴
奈
川
中

）
松
之
山
中
、
関
谷
桂
こ
（
西

蒲
原
郡
巻
町
漆
山
小
）
松
之
山

中
、
石
田
信
利
（
新
任
）
松
之

山
中
、
中
曽
根
勝
彦
ハ
新
任
）

松
之
山
中
、
池
田
麗
子
（
新
任

）
松
之
山
中
、
三
上
曲
之
（
南

魚
沼
郡
塩
沢
町
塩
沢
中
）
浦
田

中
、
鈴
木
栄
太
郎
南
魚
沼
郡

六
日
町
五
十
沢
中
）
浦
田
中
、

宅
間
静
子
（
テ
日
町
市
水
沢
中

）
浦
田
中
、

安
塚
高
校
松
之
山
分
校

琵
（
カ
ソ
コ
内
は
新
倭
）

斉
藤
和
夫
（
県
立
津
川
高
校
）

佐
藤
五
郎
（
県
立
直
江
津
工
業

高
校
）
鷲
尾
浩
一
（
新
潟
市
立

新
潟
L
茎
局
校
）
浮
須
秀
樹
（

県
立
高
田
農
業
高
校
）
品
田
玉

枝
（
県
立
十
日
町
実
業
高
校
）

転
入
（
全
員
新
採
思

滝
沢
久
代
、
梅
田
温
美
、
計
良

実
、
春
日
　
快
雄
、
日
根
久
志

一83一
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松
高
で
、
百
八
人
の
新
入
生
を
迎
へ

　
定
時
制
分
校
か
ら
、
こ
と
し

県
下
初
め
て
の
全
日
制
分
校
に

昇
格
し
た
。
県
立
安
塚
高
等
学

校
松
之
山
分
校
で
四
月
十
日
午

前
十
時
か
ら
入
学
式
が
行
な
わ

れ
た
タ

　
バ
リ
、
“
ト
し
た
真
新
し
い
制

服
姿
の
新
入
生
男
針
五
十
四
人

女
f
五
十
四
人
計

百
八
人
の
入
学
許

可
宣
言
の
あ
と
、

町
長
、
学
校
長
、

教
育
委
員
長
ら
が

祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
新
入
生
を

代
表
し
て
志
賀
由

美
子
さ
ん
が
「
学

校
の
規
則
と
学
生

の
本
文
を
ま
も
り

立
派
な
学
生
に
な

り
ま
す
」
と
宣
誓

を
し
た
。

宮
部
校
長
の

　
　
「
高
等
学
校

中
卒
者
集
団
就
職

　
　
　
　
　
自
家
居
残
り
は
七
名

　
こ
と
し
の
中
学
卒
業
者
は
二

百
五
f
四
名
で
、
二
の
う
ち
就

職
者
は
百
、
一
名
で
し
た
。

　
就
職
者
の
う
ち
わ
け
は
、
繊

維
関
係
が
一
．
ト
ヒ
、
店
員
↑
八

調
理
見
翌
ト
．
な
と
の
順
と
な

っ
て
お
り
町
内
自
家
に
残
る
者

は
僅
か
七
名
と
な
っ
イ
．
い
ま
す
。

　
三
月
十
｝
日
は
、
こ
の
就
職

者
全
員
の
壮
行
会
を
町
で
催
し

う
ち
一
．
F
六
名
は
、
集
団
就
職

ハ
ス
で
、
二
卜
三
日
の
午
後
、

安
定
所
の
職
員
に
引
卒
さ
れ
て

出
発
し
ま
し
た
。

　
写
真
は

下
段
中
央
出
発

す
集
団
就
職
ハ
ス
、
松
之
山

か
し
わ
や
前
で
．
。

　
　
　
水
梨
　
相
沢
　
幸
成
5
3

　
な
ん
と
い
っ
て
も
と
く
に
む

ね
か
い
し
た
い
二
と
は
、
冬
期

間
に
お
け
る
～
供
の
通
学
道
路

の
安
全
対
策
と
、
病
入
か
出
た

時
の
対
策
を
早
急
に
た
て
て
仕

事
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
、
通
学
道
路
に
つ
い
て

は
、
ナ
タ
レ
防
止
の
上
事
を
や

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
．
法
律
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
、

あ
ん
な
高
い
所
に
タ
ン
切
り
を

し
て
も
、
そ
の
下
の
雪
か
と
ん

と
ん
落
ち
て
来
て
い
ま
す
、
そ

れ
か
ら
病
人
か
出
た
時
の
こ
と

で
す
か
、
と
く
に
冬
は
若
衆
は

全
部
出
稼
に
出
て
い
る
し
と
う

し
て
も
役
場
か
た
よ
り
で
す
、

最
近
は
雪
L
卓
か
入
り
シ
ー
フ

も
何
台
も
人
っ
て
い
ま
す
か
、

そ
れ
は
何
の
為
に
入
れ
た
の
か

と
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
う

二
と
を
、
も
っ
と
岡
民
全
体
に

明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
ん
に
し
て
も
少

な
い
大
切
な
町
予
算
な
ん
だ
か

ら
，
上
手
に
使
・
．
て
も
ら
い
た

い
と
ゑ
い
ま
す
ね
り

　
　
東
川
　
福
原
サ
ダ
子
5
3

　
布
川
に
診
療
所
か
で
き
て
あ

り
か
た
い
か
、
医
者
か
来
て
く

れ
る
の
は
月
に
三
回
、
あ
と
は

る
す
で
す
。
冬
か
心
配
な
の
で

看
護
婦
さ
ん
．
人
た
け
で
も
い

い
か
ら
い
て
く
れ
て
、
半
素
の

め
ん
と
う
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

応
急
手
当
か
手
お
く
れ
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
二
の
二
と
を
切

望
し
ま
す
、
こ
の
二
目
、
大
ゆ

き
の
晩
に
、
医
者
に
来
て
も
ら

え
な
い
ま
ま
、
た
お
れ
て
五
、

六
時
間
後
に
死
ん
て
し
ま
っ
た

人
か
い
ま
す
。

　
次
に
内
職
で
す
。
今
の
と
二

ろ
野
鳥
二
泳
し
も
ホ
ー
ル
も
だ

ち
ん
と
り
も
み
ん
な
か
出
来
る

教
育
と
高
校
生
の
あ
り
か
た
」

に
は
、
つ
き
そ
い
の
父
兄
も
い

っ
し
ょ
に
真
剣
な
表
情
で
聞
き

い
っ
て
い
た
。

　
式
の
あ
と
新
入
生
た
ち
は
記

念
撮
影
や
教
科
書
の
購
入
に
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
喜
び
を
分
か

ち
あ
っ
て
い
た
。

写
真
は
、
真
新
し
い
制
服
姿

の
新
入
生
。

　
明
る
い
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　
一
つ
た

　
入
選
は
竹
内
さ
ん

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
し

す
す
め
よ
う
と
、
町
の
推
進
委

員
会
で
こ
の
ほ
ど
、
広
募
に
よ

っ
て
歌
詞
を
選
定
し
、
四
月
｝

日
、
こ
の
発
表
会
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　
会
場
は
浦
田
小
学
校
で
、
集

ま
っ
た
婦
人
方
約
百
名
は
、
指

導
の
滝
沢
し
ず
子
先
生
を
囲
み

熱
心
に
う
た
い
つ
づ
け
て
い
ま

し
た
。
曲
も
明
る
く
う
た
い
易

い
の
で
、
同
委
員
会
で
は
、
出

来
る
だ
け
町
民
の
中
ヘ
ア
ー
ピ
、

ー
ル
す
る
方
針
で
す
。

　
発
表
会
の
席
上
、
歌
詞
に
応

募
し
、
入
選
し
た
湯
の
島
竹
内

清
司
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
「
ん
。
だ
れ

で
も
出
来
る
内
職
か
ほ
し
い
．

そ
ん
な
に
多
く
金
が
入
ら
な
く

て
も
い
い
か
ら
，
み
ん
な
が
出

来
る
内
職
を
心
配
し
て
下
さ
い
。

　
北
浦
田
　
早
川
　
和
子
2
2

　
浦
田
に
住
む
者
と
し
て
、
セ

張
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と

の
、
つ
は
道
路
問
題
で
す
「
．

　
遭
路
は
か
り
は
昔
か
ら
何
の

進
歩
も
あ
り
ま
せ
ん
。
、

　
病
人
・
大
事
の
と
き
な
と
大

へ
ん
で
す

無
雪
道
路
か
叫
は

れ
て
か
ら
で
も
、
数
年
に
な
り

ま
す
、
よ
そ
で
と
ん
と
ん
車
か

通
っ
て
い
る
の
に
、
浦
田
は
か

り
は
雪
の
中
で
劣
．

　
無
雪
道
路
の
実
現
に
つ
い
て

本
気
に
な
っ
て
考
え
て
も
ら
い

た
い
、
、

　
次
に
は
個
人
的
な
こ
と
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
か
、
私
の
希
望

は
生
花
と
料
理
の
勉
強
か
し
た

い
ど
い
う
こ
と
で
す
。

　
青
年
団
と
し
て
も
や
り
た
い

し
．
そ
れ
か
駄
目
な
ら
、
婦
人

会
の
方
と
共
同
で
や
ら
せ
て
も

ら
う
な
ど
、
何
と
か
や
っ
て
見

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一急がれる対策一

今
年
は
昨
年
に

比
べ
て
町
全
体

の
小
、
中
学
校

で
七
学
級
少
く

な
り
ま
し
た
。

年
々
、
入
学

す
る
児
童
数
が

減
る
の
で
学
級

数
も
少
く
な
り

小
規
模
学
校
が

多
く
な
り
つ
つ

あ
る
現
状
に
つ

い
て
は
、
大
い

に
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
下
の
グ
、
ラ
フ

は
そ
の
資
料
で
・

す
。

小学校児童数の捲穆

”1旧
ー
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花
見
の
高
田
で
エ
レ
キ
バ

　
　
観
光
の
P
R

　
花
見
客
で
に
ザ
わ
っ
て
い
る

高
田
城
跡
公
園
観
桜
会
五
日
目

の
十
六
日
、
花
見
会
場
内
に
設

け
ら
れ
た
舞
台
で
、
松
之
山
商

工
会
有
志
の
エ
レ
キ
バ
ン
ド
、

ザ
、
ス
プ
レ
ン
ダ
ー
ズ
の
演
奏

が
、
午
後
五
時
か
ら
一
時
間
半

、
七
時
か
ら
『
時
間
の
二
回
行

わ
れ
好
評
で
し
た
。
小
口
勝
男

さ
ん
の
名
司
会
で
、
　
「
サ
ク
ラ
」

　
「
真
赤
な
太
陽
」
や
ベ
ン
チ
ヤ

ー
ズ
の
「
ブ
ル
ー
シ
ヤ
ト
ウ
」

な
ど
お
な
じ
み
の
曲
が
次
々
と

エ
レ
キ
で
演
奏
さ
れ
る
と
舞
台

．
前
に
集
ま
っ
た
約
五
百
人
の
花

見
客
か
ら
、
い
っ
せ
い
に
拍
手

が
わ
き
お
こ
り
ま
し
た
。
な
か

に
は
こ
の
エ
レ
キ
リ
ズ
ム
に
合

せ
て
踊
り
だ
す
花
見
客
も
あ

り
ま
し
た
。
商
工
、
会
青
年
部
で

　
部
落
総
代
会

　
　
　
　
　
ひ
ら
く

　
四
月
十
二
日
新
し
い
部
落
総

代
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
藤
町
長

か
ら
本
年
度
の
施
設
概
要
に
つ

い
て
説
明
か
あ
っ
た
の
ち
、
関

係
各
職
員
か
ら
山
村
振
興
事
業

・
上
木
事
業
・
国
保
事
業
な
ど

に
つ
い
て
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
新
し
い
部
落
総
代

　
　
農
家
組
合
長
き
ま
る

部
落
総
代

松
之
山
山
岸
繁
勝
、
兎
口
樋

目
寿
．
、
、
光
問
山
岸
政
栄
、

薪
山
山
岸
恒
治
、
水
梨
相
沢
善

一
、
小
谷
相
沢
嬬
褐
人
荒
戸
高

沢
佐
．
平
、
下
川
罫
久
保
田
義
輝
、

ン
ド

訪＞探落《部

浦田にもブルの配車を

説明されない農業者年金

　
渋
海
川
の
支
仏
帆
か
、

三
つ
の
ブ
ロ
ノ
ク
に
わ
け
て
い

る
し
か
し
こ
の
中
心
か
ら
約

ニ
キ
ロ
離
れ
た
修
業
者
部
落
を

含
め
る
か
ら
実
際
に
は
四
ブ
ロ

ソ
ク
と
い
う
こ
と
に
な
る
、

　
昔
か
ら
こ
の
川
に
冶
っ
た
一

帯
は
地
昧
が
よ
く
、
梢
農
が
そ

ろ
っ
て
い
た
と
い
｝
か
、
時
代

の
移
り
の
中
で
、
養
．
蛮
－
和
牛

ー
出
稼
へ
と
農
家
の
ス
タ
イ
ル

も
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
． 部

落
を
［
こ
の
部
落
で
は
昭
和
三
十
、
血
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

出
稼
は
確
実
に
金
を
掴
む
か
ら
「

牛
は
冬
の
内
職

　
つ
い
先
日
、
出
稼
か
ら
帰
っ

た
ば
か
り
と
い
う
お
と
う
さ
ん

は
、「

私
は
土
方
で
す
が
、
今
の
世

の
中
で
は
出
稼
か
一
番
り
つ
か

い
い
と
考
え
て
い
る
り
養
蚕
も

良
い
か
確
実
に
現
金
を
掴
む
と

い
ヱ
…
で
ど
う
も
」

に
十
、
五
戸
あ
っ
た
養
天
嬰
農
家
も

現
在
．
一
戸
に
減
っ
て
い
る
、

　
「
と
て
も
養
蚕
を
し
て
い
た
ん

で
は
凌
げ
な
い
」
か
ら
だ
と
い

　
「
そ
の
点
、
牛
は
地
道
だ
か
冬

の
内
職
と
考
え
れ
は
や
め
ら
れ

な
い
」

と
、
細
く
て
も
い
く
ら
か
金
に

な
れ
は
家
計
の
役
に
立
つ
と
お

か
あ
さ
ん
方
も
同
じ
意
見
で
あ

る
。

　
「
私
は
い
も
売
り
で
す
が
近
頃

は
、
産
地
の
干
棄
で
は
、
’
農
地

か
ど
ん
と
ん
つ
ぶ
さ
れ
て
い
も

の
入
手
か
困
難
で
す
」

と
、
こ
こ
で
も
高
度
成
．
長
の
、

ひ
ず
み
か
シ
ワ
寄
せ
て
い
る
と

語
っ
て
い
た
，
、

働
き
た
く
て
も
仕
事
が
な
い

失
保
打
切
り
反
対

　
「
地
元
で
働
き
場
所
が
ほ
し
い

は
舞
台
の
前
に
集
ま
っ
た
人
達

に
美
し
く
カ
ラ
：
印
刷
さ
れ
た

上
川
手
村
山
正
実
、
湯
山
村
山

↓
二
、
湯
本
村
山
文
武
、
天
水

越
福
原
『
雄
、
天
水
島
高
橋
平

吉
、
中
坪
小
野
塚
哲
男
、
藤
倉

小
野
塚
長
治
、
中
尾
樋
口
幸
一

東
川
小
野
塚
辰
太
郎
、
上
エ
ビ

池
小
野
塚
和
男
、
下
エ
ビ
池
大

見
経
次
、
五
十
子
．
平
涌
井
兼
太

郎
、
坪
野
村
山
基
↓
郎
、
赤
倉

　
　
村
山
里
志
、
東
山
渡
辺
定

栄
、
藤
原
畔
上
誠
一
、
曽
根
江

口
照
雄
、
新
田
竹
内
健
太
郎
、

上
野
山
畔
上
幸
一
、
湯
之
島
山

口
新
一
郎
、
中
立
山
佐
藤
篤
治

田
麦
立
本
山
健
一
、
月
池
保
坂

松
之
山
温
泉
の
バ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
手
渡
し
観
光
の
P
R
を
し
ま

し
た
。

　
写
真
は
高
田
公
園
で
演
奏
す

る
松
之
山
の
エ
レ
キ
．
ハ
γ
ド

　
　
零
申
零
ホ
率
＊
串
＊

嘉
蔵
、
坂
中
竹
内
和
昭
、
崩
田

丸
山
辰
雄
、
樋
田
高
沢
静
子
、

北
浦
田
小
堺
清
一
、
西
之
前
南

雲
喜
代
治
、
黒
倉
関
谷
勲

婁
松
之
山
滝
沢
利
雄
、
兎
口
樋
口

吉
宋
、
光
間
小
野
塚
肇
、
新
山

山
岸
軍
平
、
水
梨
中
島
竜
平
、

山
谷
若
井
庄
三
郎
、
大
荒
戸
高

沢
秀
治
、
下
川
手
志
賀
健
治
、

上
川
手
相
沢
末
之
助
、
湯
山
村

山
義
勝
、
湯
本
高
橋
広
史
、
天

水
越
佐
藤
歓
蔵
、
天
水
島
高
橘

広
治
、
中
坪
小
野
塚
峰
雄
、
藤

倉
小
野
塚
壮
一
郎
、
中
尾
高
橋

正
和
、
東
川
小
野
塚
辰
次
、
上

　
エ
ビ
池
小
野
塚
常
定
、
下
エ
ビ

池
小
野
塚
徳
栄
、
五
十
子
平
志

賀
勝
治
、
坪
野
村
山
恒
雄
、
赤

倉
村
山
正
、
東
山
渡
辺
定
栄
、

藤
原
畔
上
誠
一
、
曽
根
江
口
照

雄
、
新
田
竹
内
健
太
郎
、
上
の

山
畔
上
幸
一
、
湯
之
島
山
口
新

　
一
郎
、
中
立
山
佐
藤
篤
治
、
田

麦
立
石
塚
秀
雄
、
月
池
早
川
慶

二
郎
、
坂
中
田
中
竹
次
郎
、
崩

田
丸
山
辰
雄
、
樋
田
高
沢
静
ヂ

北
浦
田
小
堺
清
一
、
西
之
前
南

雲
機
一
、
黒
倉
関
谷
忠
義
、
中

原
佐
藤
昭
↓
郎

普
及
員
さ
ん
の
異
動

　
　
　
　
新
し
く
池
亀
さ
ん

　
稲
作
、
畑
作
の
病
害
虫
と
青

少
年
教
に
つ
い
て
活
動
し
て
い

た
だ
い
た
大
倉
哲
夫
さ
ん
は
、

と
出
心
う
一
お
と
う
さ
ん
．

人
の

う
で
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
て
婦
入
も
金
に
な
る
仕
事
が

し
た
い
．
内
職
の
ホ
ー
ル
作
り

も
よ
い
が
、
集
団
で
働
け
る
と

二
ろ
が
ほ
し
い
」

「
働
き
た
く
て
も
仕
事
が
な
い

の
だ
か
ら
、
失
業
保
険
か
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
」

と
、
一
人
の
ご
婦
人
は
語
気
を
つ

よ
め
て
主
張
す
る
。
国
会
で
は

季
節
出
稼
者
に
対
す
る
失
保
打

切
り
が
閲
題
に
な
る
が
、
と
ん

で
も
な
い
こ
と
だ
と
皆
ん
な
は

訴
え
て
い
る
。

説
明
さ
れ
な
い
農
業
者
年
盆

　
属
茎
星
金
は
、
署
名
を

や
れ
と
い
う
こ
と
で
ハ
ン
し
た

が
ど
・
2
な
っ
て
い
る
の
か
」

　
こ
の
制
度
の
ね
ら
い
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
一
般
農
家
に
は

こ
の
た
び
西
蒲
原
郡
巻
町
の
巻

地
区
農
業
改
良
普
及
所
へ
転
勤

さ
れ
ま
し
た
。
後
任
に
西
頚
城

郡
能
生
町
か
ら
池
亀
憲
五
さ
ん

λ
21
）
が
来
ら
れ
、
御
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。年

金
の
給
付
年
令
さ
げ
よ

「
そ
れ
よ
り
国
民
年
金
制
度
の

充
実
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
例
え
ば
給
付
年
令
の
引
き
さ

げ
は
で
き
な
い
も
ん
で
し
ょ
う

か
。
冥
土
へ
行
く
年
に
な
っ
て

年
金
を
も
ら
っ
て
も
有
難
み
は

う
す
い
」
と
。
農
民
に
対
す
る

社
会
保
障
制
度
が
全
般
に
う
す
、

す
ぎ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

歯
医
者
を
一
人
ほ
し
い

急
患
輸
送
は
ヘ
リ
で

「
歯
医
者
を
一
人
浦
田
へ
常
駐

す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
な
い

だ
ろ
う
か
」
去
年
出
張
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
が
こ
と
し
も
釆

て
く
だ
さ
る
か
ど
う
か
、
心
配

だ
と
み
ん
な
は
云
っ
て
い
る
。

本
年
の
稲
作
か
ら

　
　
　
　
　
思
い
つ
く
ま
ま
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
ロ
重
雄

◎
青
立
ち
が
少
な
く
粒
張
り

　
が
よ
か
っ
た

　
夏
に
雨
が
続
く
と
遅
延
型
冷

害
を
受
け
や
す
く
、
特
に
当
地

方
で
は
日
か
げ
に
な
る
と
こ
ろ

が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

冷
害
は
例
外
な
く
未
熟
米
に
よ

る
品
質
低
下
（
青
米
）
が
著
し

し
い
。
今
年
は
、
夏
暑
く
、
雨

も
少
な
く
奥
地
の
高
い
と
こ
ろ

で
も
又
、
谷
底
の
稲
で
も
立
派

に
み
の
り
、
し
か
も
粒
張
り
が

極
め
て
よ
か
っ
た
。

　
階
段
棚
田
で
は
水
が
上
の
田

か
ら
浸
透
（
水
モ
レ
）
し
て
、

下
の
田
に
出
て
く
る
が
、
こ
の

水
を
伏
流
水
と
呼
ぴ
非
常
に
冷

た
い
た
め
肥
料
の
分
解
も
悪
く

稲
の
生
育
を
さ
ま
た
げ
て
（
青

立
現
象
）
い
る
。
こ
の
水
が
入

っ
て
釆
な
い
よ
う
に
土
手
側
に

明
渠
を
堀
っ
て
い
る
が
、
手
畦

程
度
で
十
分
な
効
果
が
出
て
い

な
い
。

　
今
年
の
試
験
結
果
で
は
溝
が

田
面
よ
り
三
十
セ
ン
チ
の
深
さ

の
場
合
、
生
育
期
間
の
高
温
で

差
が
少
な
か
っ
た
と
は
い
え
溝

か
ら
一
屑
の
と
こ
ろ
で
百
五
十

九
％
増
収
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

一
考
え
て
も
型
だ
け
の
も
の
で
な

く
、
も
っ
と
徹
底
し
た
明
渠
が

必
要
の
よ
う
だ
。

◎
老
朽
化
し
た
田
ん
ぼ
の

　
若
返
り
を

　
今
年
は
．
夏
あ
つ
か
っ
た
の
で

　
ち
ょ
っ
と
し
た
歯
の
治
療
に

も
、
ま
る
一
日
か
か
っ
て
し
ま

う
と
．
、
そ
の
不
便
さ
が
よ
く
わ

か
る
気
か
す
る
。

　
と
く
に
冬
の
急
患
輸
送
対
策

に
つ
い
て

「
．
憲
上
車
も
あ

り
か
た
い
が

将
来
は
と
う
し

て
も
ヘ
リ
コ
フ

タ
ー
で
、
高
田

で
も
新
潟
へ
で

も
運
べ
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い

た
い
一
と
い
い

な
か
ら
、
一
同

は
こ
ん
な
こ
と

は
夢
物
語
か
し

ら
、
と
林
し
く

笑
・
フ
、

　
こ
こ
で
茗
医

療
対
策
が
な
ん

と
い
っ
て
も
一

番
大
事
だ
と
い

土
壌
中
の
有
機
物
分
解
が
早
く

か
ら
起
り
根
腐
れ
に
よ
る
ゴ
マ

葉
枯
病
の
発
生
も
ま
た
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
い
つ
も
水
を
た
め

て
お
く
の
で
強
い
還
元
状
態
と

な
り
稲
は
生
理
的
に
弱
り
「
秋

落
ち
」
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
い
わ
ば
湿
田
に

お
け
る
宿
命
的
な
も
の
で
あ
る

こ
れ
を
改
良
す
る
に
は
①
出
面

を
空
気
に
さ
ら
す
②
谷
鉄
資
材

を
入
れ
る
③
木
熟
な
堆
厩
肥
を

さ
け
ゑ
剛
潅
排
本
を
合
理
的
に

実
施
す
る
…
…
…
：
な
ど
が
考

え
・
り
れ
る
が
、
恒
久
的
に
は
暗

渠
排
水
や
潅
概
施
設
の
完
備
が

必
要
と
な
り
、
と
り
あ
え
ず
実

行
出
来
る
も
の
か
ら
手
が
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

耕
土
培
養
豊
兼
で
松
里
地
区
一

五
診
松
之
山
地
区
三
五
参

　
．
が
釆
年
度
計
画
に
の
っ
て
い

る
が
既
に
集
団
で
は
松
里
地
区

で
十
八
診
そ
の
他
個
人
的
に

は
各
所
で
今
年
実
施
し
て
見
て

効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

こ
う
し
た
事
業
に
の
せ
な
く
て

も
個
人
で
改
良
資
材
を
便
っ
て

田
の
着
返
り
を
計
り
増
収
に
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
意
欲
が
見

ら
れ
る
。

　
◎
含
鉄
資
材
を

　
町
の
「
米
五
千
ト
ン
達
成
運

動
」
の
一
環
と
し
て
多
収
穫
競

作
会
を
や
っ
た
が
審
査
の
対
象

に
な
っ
た
四
十
五
点
の
う
ち
、

耕土培養資材の施用量（トン

珪　カ　ル ボーキ鉄・鉄元

昭40年 54 19

41 116 31

42 176 101

含
鉄
資
材
を
使
っ
た
十
八
点
の

平
均
収
量
は
四
百
九
十
八
キ
ロ

使
わ
な
い
も
の
二
十
七
点
の
平

均
は
四
百
八
士
ニ
キ
ロ
で
こ
こ

に
も
含
鉄
資
材
を
使
っ
た
方
が

い
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

◎
個
人
の
作
柄
よ
り
も

　
地
域
ぐ
る
み
の
豊
作
に

　
と
く
に
す
ぐ
れ
た
篤
農
家
を

育
て
る
こ
と
よ
り
も
地
域
ぐ
る

み
で
生
産
を
高
め
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
効
果
が
期
待
で
き
な

い
。

　
特
に
近
年
は
農
業
に
つ
い
て

手
不
足
で
男
衆
か
い
な
く
な
り

ど
う
し
て
も
そ
そ
う
な
稲
づ
く

り
に
な
っ
て
釆
た
と
言
え
よ
う

　
こ
う
し
た
中
で
は
部
落
ぐ
る

み
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
研
究

し
て
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
作

業
能
率
が
向
h
し
生
産
も
そ
れ

に
伴
っ
工
高
ま
ろ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

一
人
で
解
決
出
来
な
い
も
の
も

部
落
全
体
の
大
勢
に
よ
っ
て
解

決
す
る
も
の
と
思
う
。

コ丙

万
ト
ン
達
成
運
動
」
の
中

に
稲
作
増
収
実
践
集
団
”
を

つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る

こ
の
ね
ら
い
は
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
皿
人
一
人
の
技
術
に
た
よ

郵便局から

おねがい

7
月
1
日
か
ら

郵
便
番
号
制
に

「
郵
便
番
鴛
制
に
御
協
力
を
」

郵
便
物
の
区
分
作
萎
薇
械
化

し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
為

に
七
月
一
日
か
ら
全
国
の
配
蓬

局
に
郵
便
番
号
を
つ
け
て
、
郵

便
物
の
あ
て
名
の
上
部
赤
わ
く

の
中
に
先
方
の
配
達
局
の
番
号

を
、
青
又
は
黒
色
で
書
い
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
全
戸
に
番
号
簿

（
近
県
版
）
を
お
配
り
い
た
し

口

ま
ぶ
、
A
肇
便
を
お
出
し

に
な
る
と
き
は
、
あ
な
た
の
住

所
の
わ
き
に
番
号
を
松
之
山
局

区
内
の
方
は
O
わ
”
ー
一
轟
と

室
野
局
区
内
の
方
は
O
φ
陣
ー

一
ω
と
忘
れ
ず
に
書
い
て
お
出

し
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
相
手

の
方
は
番
号
簿
を
見
な
く
て
も

す
ぐ
記
入
し
て
発
送
出
来
ま
す

の
で
御
手
数
で
す
が
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

製謬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

る
や
り
方
か
ら
ぬ
け
出
し
て
地

域
ぐ
る
み
の
集
団
的
な
栽
培
方

式
に
よ
り
技
術
の
受
入
れ
体
制

を
つ
く
り
、
高
反
収
・
高
能
率

稲
作
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
が
、
今
年
は
当
町

で
は
「
光
間
部
落
」
が
卒
先
し

て
実
践
集
団
に
と
り
く
む
こ
と

に
な
り
、
具
体
的
な
計
画
と
し

て
は
語
k
。
・
貸
に
よ
り
土
地
の

地
力
区
分
を
お
こ
な
い
、
そ
れ

ぞ
れ
に
土
壌
調
査
・
栽
培
慣
行

調
査
を
や
り
、
そ
の
中
か
ら
土

地
区
分
に
適
応
し
た
「
栽
培
ご

よ
み
」
を
作
り
、
農
家
は
こ
の

処
方
箋
に
よ
っ
て
栽
培
管
理
を

い
な
が
ら
も
、

「

豪
雪
地
の
宿
命
だ
ん
か
」
と

い
う
よ
り
ほ
か
に
立
魯
兄
は
出
て

こ
な
か
っ
た
。

浦
田
に
も
ブ
ル
の
配
置
、

公
平
な
道
路
行
政
を

　
冬
の
あ
る
期
間
　
浦
田
地
域

は
交
通
の
便
か
ら
見
離
さ
れ
て

し
ま
ー
つ
、

「

浦
田
に
も
ブ
ル
を
一
台
配
置

し
て
も
ら
い
た
い
。
せ
め
て
一

日
一
回
だ
け
で
も
松
之
山
間
を

か
い
て
も
ら
え
ば
大
助
か
り
だ

が
」
と
切
実
な
．
要
望
で
あ
る
。

道
路
闘
題
に
つ
い
て
は
、

「

浦
田
・
室
野
間
の
巾
員
拡
張

と
底
｝
上
げ
を
急
い
で
も
ら
い
た

い
」

「

松
之
山
間
も
カ
ー
ブ
が
多
い

の
で
こ
れ
を
改
良
す
る
こ
と
も

考
え
て
ほ
し
い
」

コ
岡
の
中
央
に
舗
装
道
路
が
で

き
て
も
、
車
も
気
楽
に
通
れ
な

い
山
の
中
重
心
れ
て
し
ま
っ
て

は
、
著
し
く
公
平
を
欠
く
こ
と

に
な
る
」
と
。

　
道
路
に
陳
情
は
つ
き
も
の
だ

と
い
う
が
、
こ
の
部
落
の
人
々

の
感
じ
で
は
、
公
平
な
道
路
行

政
と
陳
情
は
　
ど
・
暑
チ
グ
ハ

グ
な
行
為
で
は
な
い
か
と
い
う

の
で
あ
る
。

増
え
る
区
長
の
仕
事

「
ど
う
も
近
頃
区
長
の
仕
事
が

増
え
て
困
る
、
と
く
に
農
協
関

係
が
多
い
よ
う
だ
」

　
「
役
場
で
わ
か
る
生
年
月
日

を
わ
ざ
わ
ざ
区
長
を
通
じ
て
調

べ
る
こ
と
も
あ
る
」

　
役
場
や
農
協
に
対
し
て
要
望

は
多
い
、
タ
テ
割
り
の
役
所
仕

事
も
、
部
落
へ
く
れ
ば
、
み
ん

な
区
長
に
シ
ワ
寄
せ
さ
れ
る
。

部
紳
綺
付
政
は
第
二
義
酌
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
訴
え
て

い
る
。

進
め
、
そ
の
地
域
で
の
最
高
収

量
を
狙
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
た
め
に
は
品
種
の
統
丁
作

業
協
定
・
共
同
作
業
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
集
団
は
部
落
の
親

和
性
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
組

織
づ
く
り
が
自
主
的
に
行
わ
れ

自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
こ
そ
、

そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
と
も
あ
れ
今
後
の
農
業
経
営

は
こ
う
し
た
形
で
の
共
同
体
で

な
け
れ
ば
地
域
振
興
は
む
づ
か

し
》
。

　
し
　
　
　
　
　
（
完
）

多
く
な
っ
た
寄
付
行
為

　
こ
う
し
た
こ
と
よ
り
も

「

寄
付
金
の
頭
割
り
に
は
困
る

事
が
す
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
、

話
が
で
て
く
る
」

n事
前
に
充
分
な
話
し
合
い
を

し
て
も
ら
い
た
い
も
ん
だ
」

最
近
ど
う
も
寄
付
釜
や
負
担
笠

が
多
く
な
っ
て
は
い
な
い
か
、

と
ギ
モ
ン
を
な
げ
な
が
ら
、
や

は
り
順
応
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
自
分
の
殼
を
　
大

切
に
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
っ

た
。

爆
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